
☑

☐

☐

☐ 環境

☑

☐

☐

☐

☑

＜パートナーシップ＞
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☐

☑

☐

☐

☐

☑

・「取組みの状況」には、前回登録申請した際の重点的な取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その
理由等も記載してください。

環境
青果物流事業を存続する事で、熊本県経済の安
定成長に貢献する。
2事業者の脱退（廃業）があった。

組合員数54社の維持 52社に減少（▲2）社会

経済

環境

農産物生産者との共存共栄を目指す。
目標はほぼ達成できた。

2023年年間仕入額
300億円

２０２３年8月期仕入
額
296億円

社会

経済

環境
仕入から販売に至る過程で発生する生ごみの堆
肥化を計画中。
正式稼働に向け計画履行中。

年間生ごみ焼却量の
半分を2023年まで
に堆肥化を目指す。

現在、小規模設備にて
試行段階。

社会

経済

＜SDGsに関するこれまでの重点的な取組み及び指標に係る進捗状況＞
三側面

取組みの状況 前期の指標 実績
（分野に☑）

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の
分野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、更新時までの数値目標を記載してください。
・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

現在、進めている生ゴミ肥料化プロジェクトは、当組合を中心に、行政、卸業者、ゴミ回収業者と連携を図
り、田崎市場内の焼却ゴミの肥料化を行うプロジェクトです。現在、正式稼働に向けて計画を進めていま
す。

環境

田崎市場内（青果関係）の焼却ゴミの減少（当組合主導で
生ゴミ肥料化プロジェクトを展開中）

田﨑市場内（青果関係）の焼却ゴミ
の削減
2023年度100％
2026年度50％

社会

経済

組合員を通じて、販売食材（野菜、果実）の熊本県産消費
推進をはかり、農業生産者との共存共栄を目指す。

現在の取扱高300億円の維持社会

経済

環境
組合員を支援することで、田崎市場の活性化維持、熊本県
青果物業界の発展維持に寄与する。

当組合員52事業者数の維持社会

経済

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

事業者名 熊本県青果物卸商業協同組合

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

組合員の食に対する高い意識の向上・維持により、青果物流通業界における食の安全・安心・安定の確保
を継続的に行うことを目的とする。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

更新


